
②

φ150

12 Ｇ Ｘ 形 直 管 φ150×5000 １種 本 7 

19 Ｇ Ｘ 形 切 用 管 φ150×5000 １種 本 2 

28 ２ 受 Ｔ 字 管 (GX) φ150×φ100 個 1 

248 栓 (GX) φ150 個 2 

180 両 受 短 管 (GX) φ150 個 1 

50 受 挿 し 片 落 管 (GX) φ150×φ100 個 1 

262 Ｇ - Ｌ ｉ ｎ ｋ φ150 個 4 
異形管･ｿﾌﾄｼｰﾙ弁用

269 Ｇ Ｘ 接 合 部 品 φ150 個 4 

275 Ｇ Ｘ 形 ラ イ ナ ー φ150 個 4 
ｹﾞｰﾄﾊﾞﾙﾌﾞ・ｷｬｯﾌﾟ式

排 水 設 備 工 φ150×φ40 組 2 

（ 制 水 弁 工 ）
ソフトシール

380 両 受 け 制 水 弁 (GX) φ150 基 1 
戸田市紋章

397 制 水 弁 筺 ( 短 ) 管口径表示 基 1 

402 コンクリートブロック 300×300×60 枚 1 

404 制 水 弁 用 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 座 台 個 1 

参考値
583 ス ク ラ ッ プ ヘビーH1 DIP t 2.820 

  総　延　長　（ｍ）

44.1

材　　　料　　　表

出来形（個） 備　考
対図
番号

材　　料　　名 呼び径・寸法 管種 単位 設計（個）



②

φ150

560 鋳鉄管吊込据付(機械力) φ150 m 44.1 
ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ

224 管 切 断 工 DIPφ150 箇所 25 
ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ

232 管 切 断 工 φ150(切断面処理等) 箇所 1 
ﾊﾟｲﾌﾟ切削切断機

240 管 切 断 工 DIPφ150 箇所 3 

334 撤 去 管 吊 上 げ 積 込 み φ150 機械 m 52.8 

354 既 設 弁 筺 撤 去 工 箇所 6 

直管
500 継 手 口 数 GX形φ150 口 9 

異形管
507 継 手 口 数 GX形φ150 口 4 

G-Link
521 継 手 口 数 GX形φ150 口 4 

306 ﾒ ｶ ﾆ ｶ ﾙ 継 手 取 外 し φ150 箇所 1 

544 ﾎ ﾟ ﾘ ｽ ﾘ ｰ ﾌ ﾞ 被 覆 工 φ150 m 44.1 

552 管 明 示 テ ー プ 工 φ150 m 28.2 

574

568 制 水 弁 設 置 工 φ150 機械 基 1 

574 制 水 弁 筺 設 置 工 箇所 1 

337

601

613

402

409

416

423

416

423

出来形（個） 備　考

  総　延　長　（ｍ）

44.1

対図
番号

名　　　称 呼び径・寸法 管種 単位 設計（個）

労　　　務　　　表



②

φ 150

G 甲切管

 切断： 1 乙切管 1.64

G G 甲切管

 切断： 2 乙切管 1.00

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

　GX形： 本 NS形： 本 K形： 本 甲切管

　Gﾘﾝｸ接合(G)： 箇所（既設管接続  切断： 3 乙切管 2.64

計

1

4 1 箇所含む）

切　管　調　整　表

対図
番号

管種 切 管 組 み 合 わ せ
管切断・挿口加工

箇 所 数

2

残管長

3.00
2-1

1.00
2-2

1 GX

3.36

GX

1



②

φ100

11 Ｇ Ｘ 形 直 管 φ100×4000 １種 本 18 

18 Ｇ Ｘ 形 切 用 管 φ100×4000 １種 本 4 

26 ２ 受 Ｔ 字 管 (GX) φ100×φ100 個 1 

79 曲 管 (GX) φ100×45° 個 1 

80 曲 管 (GX) φ100×22・1/2° 個 1 

81 曲 管 (GX) φ100×11・1/4° 個 2 

83 両 受 曲 管 (GX) φ100×45° 個 1 

179 両 受 短 管 (GX) φ100 個 1 

172 継 ぎ 輪 (GX) φ100 個 2 

186 継 ぎ 輪 (K) φ100 個 1 
3DkN以上

201 特 殊 押 輪 (K) φ100(メカ) 組 2 

254 Ｐ - Ｌ ｉ ｎ ｋ φ100 個 1 

261 Ｇ - Ｌ ｉ ｎ ｋ φ100 個 7 
異形管･ｿﾌﾄｼｰﾙ弁用

268 Ｇ Ｘ 接 合 部 品 φ100 個 11 

274 Ｇ Ｘ 形 ラ イ ナ ー φ100 個 12 

281 不 断 水 バ ル ブ DIPφ100 基 3 

（ 制 水 弁 工 ）
ソフトシール

385 受 挿 し 制 水 弁 (GX) φ100 基 3 
戸田市紋章

397 制 水 弁 筺 ( 短 ) 管口径表示 基 3 

402 コンクリートブロック 300×300×60 枚 3 

404 制 水 弁 用 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 座 台 個 3 

  総　延　長　（ｍ）

90.0

材　　　料　　　表

出来形（個） 備　考
対図
番号

材　　料　　名 呼び径・寸法 管種 単位 設計（個）



②

φ100

559 鋳鉄管吊込据付(機械力) φ100 m 90.0 
ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ

223 管 切 断 工 DIPφ100 箇所 24 
ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ

231 管 切 断 工 φ100(切断面処理等) 箇所 3 
ﾊﾟｲﾌﾟ切削切断機

239 管 切 断 工 DIPφ100 箇所 6 

333 撤 去 管 吊 上 げ 積 込 み φ100 機械 m 42.7 

直管
499 継 手 口 数 GX形φ100 口 21 

異形管
506 継 手 口 数 GX形φ100 口 11 

P-Link
513 継 手 口 数 GX形φ100 口 1 

G-Link
520 継 手 口 数 GX形φ100 口 7 

527 継 手 口 数 Ｋ形φ100(メカ) 口 2 

543 ﾎ ﾟ ﾘ ｽ ﾘ ｰ ﾌ ﾞ 被 覆 工 φ100 m 90.0 

551 管 明 示 テ ー プ 工 φ100 m 37.8 

574

576 不 断 水 バ ル ブ 設 置 工 DIPφ100 箇所 3 

567 制 水 弁 設 置 工 φ100 機械 基 3 

574 制 水 弁 筺 設 置 工 箇所 3 

337

601

613

402

409

416

423

416

423

出来形（個） 備　考

  総　延　長　（ｍ）

90.0

対図
番号

名　　　称 呼び径・寸法 管種 単位 設計（個）

労　　　務　　　表



②

φ 100

G G 甲切管

 切断： 1 乙切管 0.00

G 甲切管 1.03

 切断： 1 乙切管

K G 甲切管

 切断： 2 乙切管 1.22

P G 甲切管

 切断： 2 乙切管 0.54

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

甲切管

 切断： 乙切管

　GX形： 本 NS形： 本 K形： 本 甲切管

　Gﾘﾝｸ接合(G)： 箇所（既設管接続  切断： 6 乙切管 1.76

4

計

4

7 2 箇所含む）

2.26
6-1

1.20
6-2

6 GX

5 GX

1.78
5-1

1.00
5-2

残管長

3 GX

1.76
3-1

2.24
3-2

切　管　調　整　表

対図
番号

管種 切 管 組 み 合 わ せ
管切断・挿口加工

箇 所 数

4 GX

2.97



②

消火栓工

365 補 修 弁 φ75×H100 個 1 

44 単 口 地 下 式 消 火 栓 φ75 個 1 

消 火 栓 室 基 1 

325 フ ラ ン ジ 付 属 品 GF φ75 組 1 

318 フ ラ ン ジ 付 属 品 RF φ75 組 1 

44 うず巻式F付T字管(GX) φ150×φ75 個 1 
異形管･ｿﾌﾄｼｰﾙ弁用

269 Ｇ Ｘ 接 合 部 品 φ150 個 1 

ボ ル ト 締 結 セ ッ ト M16 個 1 

568 消 火 栓 設 置 工 φ75 機械 基 1 

574 消火栓筐組立・設置工 箇所 1 
異形管

507 継 手 口 数 GX形φ150 口 1 

534 継 手 口 数 フランジφ75 口 2 

356 既 設 消 火 栓 撤 去 工 箇所 1 

355 既設消火栓弁室撤去工 箇所 1 

材 料 表 ・ 労 務 表

対図
番号

材　　料　　名 呼び径・寸法 管種 単位 設計（個） 出来形（個） 備　考

  総　延　長　（ｍ）



②

仮管φ75

レ ン タ ル 仮 給 水 管 工 φ75 式 1 

131 不 断 水 割 Ｔ 字 管 DIPφ100×φ75 組 2 

357 フ ラ ン ジ 蓋 φ75 枚 2 

325 フ ラ ン ジ 付 属 品 GF φ75 組 4 

Ｂ Ｃ ア ダ プ タ φ25 個 1 

311

154 不 断 水 連 絡 工 DIPφ100×φ75 箇所 2 

534 継 手 口 数 フランジφ75 口 4 

311 フ ラ ン ジ 継 手 取 外 し フランジφ75 箇所 2 

311

311

311

材 料 表 ・ 労 務 表

設計（個）

  総　延　長　（ｍ）

対図
番号

単位呼び径・寸法 管種 備　考材　　料　　名

31.5

出来形（個）



②

名　　称 規　格 単位 配水管部 給水管部 仮配管部 合　計 （増 減）

人力掘削工 人力 ㎥ − 1.2 − 1.2 

機械掘削工 機械 ㎥ 191.2 14.9 30.3 236.4 

発生土埋戻工 ㎥ − 1.1 − 1.1 

再生砂埋戻工 ㎥ 142.6 4.0 16.3 162.9 

残土処理工 土砂 ㎥ 191.2 14.9 30.3 236.4 

ガラ処理工 ｱｽﾌｧﾙﾄ(打換) ㎥ 9.6 1.0 4.2 14.8 

ｱｽﾌｧﾙﾄ(切削) ㎥ 5.7 − − 5.7 

舗装版切断工 15cm以下 m 420.9 60.0 32.2 513.1 

舗装版切断工 15cm超40cm以下 m 82.7 4.9 45.8 133.4 

舗装版切断濁水処分 m
3 0.649 

舗装取壊し工 15cm以下 ㎡ 121.1 3.8 32.7 157.6 

舗装取壊し工 15cm超35cm以下 ㎡ 22.7 1.2 13.7 37.6 

土留工 軽量鋼矢板H2.0 m 28.1 − − 28.1 

軽量鋼矢板H2.5 m 38.6 − − 38.6 

埋設シート工 m 134.1 33.3 − 167.4 

宅内ｺﾝｸﾘｰﾄ・はつり 箇所 − 2 − 2 

土工数量総括表



②

名　　称 規　格 単位 配水管部 給水管部 仮配管部 合　計 （増 減）

仮復旧工

県車道 ㎡ 22.7 1.2 13.7 37.6 

仮復旧工

県歩道 ㎡ 31.5 − − 31.5 

仮復旧工

県出入口 ㎡ 49.9 1.7 3.8 55.4 

仮復旧工

区画街路 ㎡ 6.0 9.3 − 15.3 

仮復旧工

車道Ｄ ㎡ 26.4 − 5.7 32.1 

仮復旧工

仮管 表層t5cm、路盤t10cm ㎡ − − 23.2 23.2 

仮復旧工

透水歩道 ㎡ 7.3 3.8 − 11.1 

仮復旧工

宅内(砂利) 仮復旧のみ ㎡ 9.1 − − 9.1 

仮復旧工

宅内(AS) 仮復旧のみ ㎡ − 0.6 − 0.6 

本復旧工

県車道(影響部) 1.4m未満 ㎡ 9.2 − − 9.2 

本復旧工

県車道(掘削部) 1.4m未満 ㎡ 22.7 1.2 13.7 37.6 

本復旧工

県歩道(影響部) 1.4m以上 ㎡ 24.3 − − 24.3 

本復旧工

県歩道(掘削部) 1.4m未満 ㎡ 31.5 − − 31.5 

本復旧工

県出入口(影響部) 1.4m以上 ㎡ 295.9 − − 295.9 

本復旧工

県出入口(掘削部) 1.4m未満 ㎡ 49.9 1.4 3.8 55.1 

本復旧工

区画街路(影響部) 1.4m以上3.0m以下 ㎡ 66.8 − − 66.8 

本復旧工

区画街路(掘削部) 1.4m未満 ㎡ 6.0 9.3 − 15.3 

本復旧工

車道Ｄ(影響部) 1.4m以上3.0m以下 ㎡ 10.9 − − 10.9 

本復旧工

車道Ｄ(掘削部) 1.4m未満 ㎡ 4.3 − 5.7 10.0 

本復旧工

透水歩道(影響部) 1.4m以上 ㎡ 2.1 − − 2.1 

本復旧工

透水歩道(掘削部) 1.4m未満 ㎡ 2.2 3.8 − 6.0 

本復旧工

切削・オーバーレイ t=5cm ㎡ 114.6 − − 114.6 

舗装面積総括表



②

DP1.67 軽量鋼矢板H2.5 別計算 24.8 影) 別計算 24.3 

鋳 鉄 管 工 Ｌ＝ 13.2ｍ 県歩 φ150 1.35 ×(1.84 −0.03)× 13.2 ＝ 32.3 1.35 ×(1.84 −0.13)× 13.2 ＝ 30.5 13.2 ×2 ＝ 26.4 掘) 1.35 ×13.2 ＝ 17.8 

DP0.80 別計算(区画街路および車道Dと合算) 62.7 影) 別計算 295.9 

鋳 鉄 管 工 Ｌ＝ 11.1ｍ 県出 φ150 0.60 ×(0.97 −0.05)× 11.1 ＝ 6.1 0.60 ×(0.97 −0.30)× 11.1 ＝ 4.5 11.1 ×2 ＝ 22.2 掘) 0.60 ×11.1 ＝ 6.7 

DP0.85 影)

鋳 鉄 管 工 Ｌ＝ 4.6ｍ 県出 φ150 0.60 ×(1.02 −0.05)× 4.6 ＝ 2.7 0.60 ×(1.02 −0.30)× 4.6 ＝ 2.0 4.6 ×2 ＝ 9.2 掘) 0.60 ×4.6 ＝ 2.8 

DP0.80 影)

鋳 鉄 管 工 Ｌ＝ 15.2ｍ 宅内 φ150 0.60 ×(0.97 −0.00)× 15.2 ＝ 8.8 0.60 ×(0.97 −0.10)× 15.2 ＝ 7.9 掘) 0.60 ×15.2 ＝ 9.1 

DP0.85 別計算 16.1 影) 別計算 9.2 

鋳 鉄 管 工 Ｌ＝ 6.8ｍ 県車 φ100 0.60 ×(0.97 −0.19)× 6.8 ＝ 3.2 0.60 ×(0.97 −0.87)× 6.8 ＝ 0.4 6.8 ×2 ＝ 13.6 掘) 0.60 ×6.8 ＝ 4.1 

DP0.83 影)

鋳 鉄 管 工 Ｌ＝ 1.9ｍ 県出 φ100 0.60 ×(0.95 −0.05)× 1.9 ＝ 1.0 0.60 ×(0.95 −0.30)× 1.9 ＝ 0.7 1.9 ×2 ＝ 3.8 掘) 0.60 ×1.9 ＝ 1.1 

DP0.85 影)

鋳 鉄 管 工 Ｌ＝ 65.5ｍ 県出 φ100 0.60 ×(0.97 −0.05)× 65.5 ＝ 36.2 0.60 ×(0.97 −0.30)× 65.5 ＝ 26.3 65.5 ×2 ＝ 131.0 掘) 0.60 ×65.5 ＝ 39.3 

DP0.85 影) 別計算 10.9 

鋳 鉄 管 工 Ｌ＝ 4.6ｍ D φ100 0.60 ×(0.97 −0.05)× 4.6 ＝ 2.5 0.60 ×(0.97 −0.45)× 4.6 ＝ 1.4 4.6 ×2 ＝ 9.2 掘) 0.60 ×4.6 ＝ 2.8 

DP0.80 影) 別計算 66.8 

鋳 鉄 管 工 Ｌ＝ 10.0ｍ 区画 φ100 0.60 ×(0.92 −0.05)× 10.0 ＝ 5.2 10.0 ×2 ＝ 20.0 掘) 0.60 ×10.0 ＝ 6.0 

DP0.80 別計算 1.2 影) 別計算 2.1 

鋳 鉄 管 工 Ｌ＝ 1.2ｍ 透水 φ100 0.60 ×(0.92 −0.04)× 1.2 ＝ 0.6 0.60 ×(0.92 −0.24)× 1.2 ＝ 0.5 1.2 ×2 ＝ 2.4 掘) 0.60 ×1.2 ＝ 0.7 

DP0.81 影)

不断水バルブ設置工 1箇所 D φ100 1.0 ×1.5 ×(1.23 −0.05)× 1 ＝ 1.8 1.0 ×1.5 ×(1.23 −0.45)× 1 ＝ 1.2 (1.0 ＋1.5) ×2 ×1 ＝ 5.0 掘) 1.00 ×1.5 1 ＝ 1.5 

DP0.80 影)

不断水バルブ設置工 1箇所 透水 φ100 1.0 ×1.5 ×(1.22 −0.04)× 1 ＝ 1.8 1.0 ×1.5 ×(1.22 −0.24)× 1 ＝ 1.5 (1.0 ＋1.5) ×2 ×1 ＝ 5.0 掘) 1.00 ×1.5 1 ＝ 1.5 

DP0.86 影)

不断水バルブ設置工 1箇所 県車 φ100 1.0 ×1.5 ×(1.28 −0.19)× 1 ＝ 1.6 1.0 ×1.5 ×(1.28 −0.87)× 1 ＝ 0.6 (1.0 ＋1.5) ×2 ×1 ＝ 5.0 掘) 1.00 ×1.5 1 ＝ 1.5 

影)

掘)

DP1.40 軽量鋼矢板H2.0 影)

既 設 管 単 独 撤 去 工 Ｌ＝ 9.0ｍ 県車 φ150 0.85 ×(1.57 −0.19)× 9.0 ＝ 10.6 0.85 ×(1.57 −0.87)× 9.0 ＝ 5.4 9.0 ×2 ＝ 18.0 掘) 0.85 ×9.0 ＝ 7.7 

DP1.35 軽量鋼矢板H2.0 影)

既 設 管 単 独 撤 去 工 Ｌ＝ 3.1ｍ 県歩 φ150 0.85 ×(1.52 −0.03)× 3.1 ＝ 3.9 0.85 ×(1.52 −0.13)× 3.1 ＝ 3.7 3.1 ×2 ＝ 6.2 掘) 0.85 ×3.1 ＝ 2.6 

DP1.46 軽量鋼矢板H2.0 影)

既 設 管 単 独 撤 去 工 Ｌ＝ 13.0ｍ 県歩 φ150 0.85 ×(1.63 −0.03)× 13.0 ＝ 17.7 0.85 ×(1.63 −0.13)× 13.0 ＝ 16.6 13.0 ×2 ＝ 26.0 掘) 0.85 ×13.0 ＝ 11.1 

DP1.80 軽量鋼矢板H2.5 影)

既 設 管 単 独 撤 去 工 Ｌ＝ 6.0ｍ 透水 φ150 0.85 ×(1.97 −0.04)× 6.0 ＝ 9.8 0.85 ×(1.97 −0.24)× 6.0 ＝ 8.8 6.0 ×2 ＝ 12.0 掘) 0.85 ×6.0 ※仮復旧のみ ＝ 5.1 

DP1.80 軽量鋼矢板H2.5 影)

既 設 管 単 独 撤 去 工 Ｌ＝ 9.8ｍ D φ150 0.85 ×(1.97 −0.05)× 9.8 ＝ 16.0 0.85 ×(1.97 −0.45)× 9.8 ＝ 12.7 9.8 ×2 ＝ 19.6 掘) 0.85 ×9.8 ※仮復旧のみ ＝ 8.3 

DP0.85 影)

既 設 管 単 独 撤 去 工 Ｌ＝ 13.5ｍ 県車 φ100 0.60 ×(0.97 −0.19)× 13.5 ＝ 6.3 0.60 ×(0.97 −0.87)× 13.5 ＝ 0.8 13.5 ×2 ＝ 27.0 掘) 0.60 ×13.5 ＝ 8.1 

DP1.71 軽量鋼矢板H2.5 影)

既 設 管 単 独 撤 去 工 Ｌ＝ 1.5ｍ 県車 φ100 0.85 ×(1.83 −0.19)× 1.5 ＝ 2.1 0.85 ×(1.83 −0.87)× 1.5 ＝ 1.2 1.5 ×2 ＝ 3.0 掘) 0.85 ×1.5 ＝ 1.3 

DP0.80 影)

既 設 管 単 独 撤 去 工 Ｌ＝ 2.7ｍ D φ100 0.60 ×(0.92 −0.05)× 2.7 ＝ 1.4 0.60 ×(0.92 −0.45)× 2.7 ＝ 0.8 2.7 ×2 ＝ 5.4 掘) 0.60 ×2.7 ※仮復旧のみ ＝ 1.6 

DP1.44 軽量鋼矢板H2.0 影)

既 設 管 単 独 撤 去 工 Ｌ＝ 3.0ｍ D φ100 0.85 ×(1.56 −0.05)× 3.0 ＝ 3.9 0.85 ×(1.56 −0.45)× 3.0 ＝ 2.8 3.0 ×2 ＝ 6.0 掘) 0.85 ×3.0 ※仮復旧のみ ＝ 2.6 

DP1.83 軽量鋼矢板H2.5 影)

既 設 管 単 独 撤 去 工 Ｌ＝ 8.1ｍ D φ100 0.85 ×(1.95 −0.05)× 8.1 ＝ 13.1 0.85 ×(1.95 −0.45)× 8.1 ＝ 10.3 8.1 ×2 ＝ 16.2 掘) 0.85 ×8.1 ※仮復旧のみ ＝ 6.9 

(1.5 ×1.8 −0.5 ×0.8) 影)

既 設 消 火 栓 撤 去 工 1箇所 D − ×(1.20 −0.05)× 1 ＝ 2.6 1.5 ×1.8 ×(1.20 −0.45)× 1 ＝ 2.0 (1.5 ＋1.8) ×2 ×1 ＝ 6.6 掘) 1.50 ×1.8 ※仮復旧のみ ＝ 2.7 

影) 114.6 

切削・オーバーレイ t=5cm 掘)

影)

掘)

影)

19cm： 82.7 5cm： 316.9 掘)

影)

191.2 再生砂 142.6 4cm： 20.6 3cm： 83.4 掘)

土 工 （配水管） 計 算 書（1/2）

舗　装　版　切　断　工 舗　装　取　壊　し　工

計

工　　　　　　　種
道路
区分

管種
口径

掘　　　　削　　　　工 埋　　　　戻　　　　工



②

（点以下１位）

掘　削　工 191.2 m3

埋　戻　工 再生砂 142.6 m3

残土処理工 191.2 m3

15cm以下 5cm： 316.9 4cm： 20.6 

3cm： 83.4 計 420.9 ｍ

15cm超40cm以下 82.7 ｍ

19cm： 22.7 5cm： 82.3 

4cm： 7.3 3cm： 31.5 m2

土留工 軽量鋼矢板H2.0 9.0+3.1+13.0+3.0= 28.1 ｍ

軽量鋼矢板H2.5 13.2+6.0+9.8+1.5+8.1= 38.6 ｍ

埋設シート工 11.1+13.2+4.6+15.2+6.8+1.9+65.5+4.6+10.0+1.2= 134.1 ｍ

県車道 22.7 透水歩道 7.3 

県歩道 31.5 区画街路 6.0 

県出入口 49.9 車道D 26.4 

宅内(砂利) 9.1 m2

切削・オーバーレイ(t=5cm) 114.6 

県車道 (影響部) 9.2 透水歩道 (影響部) 2.1 

(掘削部) 22.7 (掘削部) 2.2 

県歩道 (影響部) 24.3 区画街路 (影響部) 66.8 

(掘削部) 31.5 (掘削部) 6.0 

県出入口部 (影響部) 295.9 車道D (影響部) 10.9 

(掘削部) 49.9 (掘削部) 4.3 m2

22.7 ×0.19 ＝4.3

82.3 ×0.05 ＝4.1

7.3 ×0.04 ＝0.3

31.5 ×0.03 ＝0.9 計 9.6 m3

ASガラ(切削) 114.6 ×0.05 ＝5.7 5.7 m3

土工（配水管）計算書（2/2）

ASガラ(打換)

合　　　　　　　　　計

仮　復　旧　工

本　復　旧　工

ガラ処理工

舗装版切断工

舗装取壊し工



②

本 管 DP0.85 φ100× 影)

給 水 管 工 (OF1.65ｍ) 2箇所 県出 φ25 0.5 ×1.65 ×(1.00 −0.05)× 2 ＝ 1.6 0.5 ×1.65 ×(1.00 −0.30)× 2 ＝ 1.2 1.65 ×2 ×2 ＝ 6.6 0.5 ×1.65 ×2 ＝ 1.7 掘) 0.5 ×1.35 ×2 ＝ 1.4 

本 管 DP0.80 φ100× L= 0.2+7.4 影)

給 水 管 工 L=30.00ｍ 1箇所 透水 φ25 0.5 ×7.60 ×(0.95 −0.04)× 1 ＝ 3.5 0.5 ×7.60 ×(0.95 −0.24)× 1 ＝ 2.7 7.60 ×2 ×1 ＝ 15.2 0.5 ×7.60 ×1 ＝ 3.8 掘) 0.5 ×7.60 ×1 ＝ 3.8 

φ100× L= 6.6+12.8 影)

区画 φ25 0.5 ×19.40 ×(0.95 −0.05)× 1 ＝ 8.7 − 18.60 ×2 ×1 ＝ 37.2 0.5 ×18.60 ×1 ＝ 9.3 掘) 0.5 ×18.60 ×1 ＝ 9.3 

φ100× L= 3.00 影)

県車 φ25 0.5 ×3.00 ×(0.95 −0.19)× 1 ＝ 1.1 0.5 ×3.00 ×(0.95 −0.87)× 1 ＝ 0.1 2.46 ×2 ×1 ＝ 4.9 0.5 ×2.46 ×1 ＝ 1.2 掘) 0.5 ×2.46 ×1 ＝ 1.2 

影)

掘)

人力 発生土 影) −

給 水 管 工 （宅内） 1箇所 − − 0.6 ×1.0 ×1.0 ×1 ＝ 0.6 0.6 ×1.0 ×1.0 ×1 ＝ 0.6 − − 掘) −

人力 発生土 影)

給 水 管 工 （宅内） 1箇所 − − 0.6 ×1.0 ×(1.00 −0.05)× 1 ＝ 0.6 0.6 ×1.0 ×(1.00 −0.25)× 1 ＝ 0.5 1.00 ×1 ×1 ＝ 1.0 0.6 ×1.00 ×1 ＝ 0.6 掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

掘)

影)

県車(壊19cm) 1.2 掘)

区画(壊5cm) 9.3 影) 県車 県出

県出(壊5cm) 1.7 掘) 1.2 1.4 

人力 1.2 発生土 1.1 15cm超40cm以下 4.9 透水(壊4cm) 3.8 影) 区画 透水

機械 14.9 再生砂 4.0 15cm以下 60.0 宅内AS(壊5cm) 0.6 掘) 9.3 3.8 

（計　算）

人力 1.2 15cm超40cm以下 4.9 

ガラ処理工 1.2 ×0.19 ＝0.2 機械 14.9 ㎥ 15cm以下 60.0 ｍ 県車 1.2 県出 1.7 

発生土 1.1 19cm： 1.2 5cm： 11.6 区画 9.3 透水 3.8 

11.6 ×0.05 ＝0.6 再生砂 4.0 ㎥ 4cm： 3.8 ㎡ 宅内(AS)掘) 0.6 

3.8 ×0.04 ＝0.2 計 1.0 14.9 ㎥ 1.0 ㎥

埋設シート 1.65×2＋30.00×1= 33.3 m 県車 掘) 1.2 県出 掘) 1.4 

区画 掘) 9.3 透水 掘) 3.8 

宅内コンクリート・舗装ハツリ・復旧 2箇所

土　工　（給水管）　計　算　書

埋　　　　戻　　　　工掘　　　　削　　　　工 舗　装　版　切　断　工

埋　戻　工

本　復　旧　工

舗装版切断工

舗装取壊し工

ガ ラ 処 理 工残土処理工

本　　復　　旧　　工舗装取壊し工・仮復旧工

仮　復　旧　工

計

道路
区分

管種口径工　　　　　　　種

掘　削　工

合　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　（点以下１位）



②

DP0.81 影)

不 断 水 取 出 し 工 1箇所 D φ100 1.0 ×1.5 ×(1.23 −0.05)× 1 ＝ 1.8 1.0 ×1.5 ×(1.23 −0.15)× 1 ＝ 1.6 (1.0 ＋1.5 ) ×2 ×1 ＝ 5.0 掘) 1.0 ×1.5 ×1 ＝ 1.5 

DP0.86 影)

不 断 水 取 出 し 工 1箇所 県車 φ100 1.0 ×1.5 ×(1.28 −0.19)× 1 ＝ 1.6 1.0 ×1.5 ×(1.28 −0.15)× 1 ＝ 1.7 (1.0 ＋1.5 ) ×2 ×1 ＝ 5.0 掘) 1.0 ×1.5 ×1 ＝ 1.5 

DP0.72 影)

仮 配 水 管 工 ( 設 置 ) L= 20.4m 県車 φ75 0.60 ×(0.80 −0.19)× 20.4 ＝ 7.5 0.60 ×(0.80 −0.15)× 20.4 ＝ 8.0 20.4 ×2 ＝ 40.8 掘) 0.60 ×20.4 ＝ 12.2 

DP0.37 影)

仮 配 水 管 工 ( 設 置 ) L= 4.1m 県出 φ75 0.60 ×(0.45 −0.05)× 4.1 ＝ 1.0 0.60 ×(0.45 −0.15)× 4.1 ＝ 0.7 4.1 ×2 ＝ 8.2 掘) 0.60 ×4.1 ＝ 2.5 

DP0.37 影)

仮 配 水 管 工 ( 設 置 ) L= 7.0m D φ75 0.60 ×(0.45 −0.05)× 7.0 ＝ 1.7 0.60 ×(0.45 −0.15)× 7.0 ＝ 1.3 7.0 ×2 ＝ 14.0 掘) 0.60 ×7.0 ＝ 4.2 

影)

掘)

DP0.37 影)

仮 給 水 管 工 ( 設 置 ) L=2.5ｍ 1箇所 県出 φ25 0.5 ×2.5 ×(0.52 −0.05)× 1 ＝ 0.6 0.5 ×2.5 ×(0.52 −0.15)× 1 ＝ 0.5 2.5 ×2 ×1 ＝ 5.0 掘) 0.5 ×2.5 ×1 ＝ 1.3 

影)

掘)

影)

掘)

15cm超40cm以下 45.8 影)

14.2 再生砂 13.8 15cm以下 32.2 掘) 23.2 

DP0.81 影)

フ ラ ン ジ 蓋 設 置 工 1箇所 D φ100 1.0 ×1.5 ×(1.23 −0.05)× 1 ＝ 1.8 1.0 ×1.5 ×(1.23 −0.45)× 1 ＝ 1.2 − 掘) 1.0 ×1.5 ×1 ＝ 1.5 

DP0.86 影)

フ ラ ン ジ 蓋 設 置 工 1箇所 県車 φ100 1.0 ×1.5 ×(1.28 −0.05)× 1 ＝ 1.8 1.0 ×1.5 ×(1.28 −0.87)× 1 ＝ 0.6 − 掘) 1.0 ×1.5 ×1 ＝ 1.5 

DP0.72 影)

仮 配 水 管 工 ( 撤 去 ) L= 20.4m 県車 φ75 0.60 ×(0.80 −0.05)× 20.4 ＝ 9.2 − − 掘) 0.60 ×20.4 ＝ 12.2 

DP0.37 影)

仮 配 水 管 工 ( 撤 去 ) L= 4.1m 県出 φ75 0.60 ×(0.45 −0.05)× 4.1 ＝ 1.0 0.60 ×(0.45 −0.30)× 4.1 ＝ 0.4 − 掘) 0.60 ×4.1 ＝ 2.5 

DP0.37 影)

仮 配 水 管 工 ( 撤 去 ) L= 7.0m D φ75 0.60 ×(0.45 −0.05)× 7.0 ＝ 1.7 − − 掘) 0.60 ×7.0 ＝ 4.2 

影)

掘)

DP0.37 影)

仮 給 水 管 工 ( 撤 去 ) L=2.5ｍ 1箇所 県出 φ25 0.5 ×2.5 ×(0.52 −0.05)× 1 ＝ 0.6 0.5 ×2.5 ×(0.52 −0.30)× 1 ＝ 0.3 − 掘) 0.5 ×2.5 ×1 ＝ 1.3 

影)

掘)

影)

掘)

影)

16.1 再生砂 2.5 − 掘) 県車 13.7 県出 3.8 D 5.7 

（計　算）

15cm超40cm以下 45.8 再生密粒AS t=5cm、RC-40 t=10cm： 23.2 

ガラ処理工 13.7 ×0.19 ＝2.6 30.3 ㎥ 15cm以下 32.2 ｍ

19cm 13.7 県車： 13.7 県出： 3.8 

32.7 ×0.05 ＝1.6 計 4.2 16.3 ㎥ 5cm 32.7 ㎡ D： 5.7 

30.3 ㎥ 4.2 ㎥

県車： 13.7 県出： 3.8 

D： 5.7 

土　工　（仮配水管）　計　算　書

埋　　　　戻　　　　工 舗　装　版　切　断　工 舗　装　取　壊　し　工

計

道路
区分

管種
口径

工　　　　　　　種 掘　　　　削　　　　工

埋　　　　戻　　　　工 舗　装　版　切　断　工 舗　装　取　壊　し　工

計

工　　　　　　　種
道路
区分

管種
口径

掘　　　　削　　　　工

合　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　（点以下１位） 仮　復　旧　工

掘　削　工 舗装版切断工

本　復　旧　工

埋　戻　工 舗装取壊し工

残土処理工 ガ ラ 処 理 工



砂

標

土工延長図 S=1:500
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φ100
車道D
DP1.44
W0.85
L=3.0m

撤去工
φ100
車道D
DP0.80
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L=2.7m

本管φ100
県出入口

DP0.85 W0.60
L=61.83m

本管φ150
県出入口
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仮管φ75
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L
=1.0m

【本管φ150】
県歩道　　DP1.67 W1.35　L=13.20m　　→13.2m
県出入口　DP0.80 W0.60　L=11.10m　　→11.1m
　　　　　DP0.85 W0.60　L=4.63m　 　→4.6m
宅地内　　DP0.80 W0.60　L=15.25m　　→15.2m※

【本管φ100】
県車道　　DP0.85 W0.60　L=6.82m　　　→6.8m
県出入口　DP0.83 W0.60　L=1.90m　　　→1.9m
　　　　　DP0.85 W0.60　L=61.83+3.72
　　　　　　　　　　　　=65.55m　　  →65.5m
車道D　 　DP0.85 W0.60　L=4.58m　　　→4.6m
区画街路　DP0.80 W0.60　L=10.04m　 　→10.0m
透水歩道　DP0.80 W0.60　L=1.18m　　　→1.2m　

【仮管φ75】
県車道　　DP0.72 W0.60　L=20.4m
県出入口　DP0.37 W0.60　L=4.1m
車道D　 　DP0.37 W0.60　L=7.0m

【単独撤去φ150】
県車道　　DP1.40 W0.85　L=9.0m
県歩道　　DP1.35 W0.85　L=3.1m
　　　　　DP1.46 W0.85　L=1.0+12.0 =13.0m
透水歩道　DP1.80 W0.85　L=6.0m※
車道D 　　DP1.80 W0.85　L=6.0+3.8 =9.8m※

【単独撤去φ100】
県車道　　DP0.85 W0.60　L=13.5m
　　　　　DP1.71 W0.85　L=1.5m
車道D　 　DP0.80 W0.60　L=2.7m※
　　　　　DP1.44 W0.85　L=3.0m※
　　　  　DP1.83 W0.85　L=4.0+4.1 =8.1m※

仮管φ75
車道D
DP0.37
W0.60
L=7.0m

仮
復
旧

の
み

仮復旧
のみ

撤去工
φ150
県歩道
DP1.46
W0.85

L=12.0m
仮復旧
のみ

仮復旧
まで

仮復旧
まで

本管φ100
透水歩道
DP0.80
W0.60

L=1.18m

※：仮復旧のみ

仮
復
旧

の
み

仮
復
旧

の
み

仮
復
旧

の
み

H



標

本復旧舗装求積図(1/2) S=1:250

区間1

(4)0.6

【舗装種別】
P：県車道
W：県歩道一般部
Y：県歩道出入口部
X：透水歩道
K：区画街路
D：車道D
S：切削・オーバーレイ

【舗装版切断】
()内数字は舗装厚を示す

10.4x1.5x1/2W1

4.5x1.2x1/2P3

4.5x1.6x1/2P4

4.2x2.0x1/2W7

4.2x1.7x1/2W8

4.0x1.3x1/2P1

4.0x1.8x1/2P2

6.1x3.5x1/2S2

(1.8+6.1)/2x4.6S3

2.8x1.2x1/2W6

7.8x2.6x1/2W9

7.8x2.0x1/2W10

2.5x1.0x1/2W11

12.5x1.9x1/2W2

2.9x1.2x1/2W3

2.7x1.7x1/2W4

5.3x1.4x1/2S12.8x1.1x1/2W5

2.1x0.5x1/2W12

2.4x1.2x1/2W13

13.4x0.9x1/2K10

10.3x3.6x1/2K9

9.6x1.4x1/2K8

9.0x4.1x1/2K7

4.6x0.7x1/2K6

2.1x0.4x1/2K4

1.1x0.5x1/2K3

9.9x2.3x1/2K5

4.5x0.6X1

(1.5+4.5)/2x2.9K2

(1.5+4.5)/2x2.9K1

9.1x0.6X2

(0.7+1.0)/2x1.3K11

K12 10.0x1.6x1/2

K13 10.5x1.7x1/2

(4)0.6

(5)6.6x2

(19)6.5

(3)2.6

(19)8.4

(3)1.4

(3)15.7

(3)2.5+2.6

(19)1.2

(5)25.0

(5)11.1

掘削部A=1.29m2
（CAD計測）

掘削部A=1.99m2
(CAD計測)



本復旧舗装求積図(2/2) S=1:250

区間2

6.3x2.6x1/2Y1

【舗装種別】
P：県車道
W：県歩道一般部
Y：県歩道出入口部
X：透水歩道
K：区画街路
D：車道D
S：切削・オーバーレイ

【舗装版切断】
()内数字は舗装厚を示す
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本復旧舗装求積図(1/2)

番号 計算式 面積 番号 計算式 面積

P1 4.0×1.3×1/2= 2.60 Y1 6.3×2.6×1/2= 8.19

P2 4.0×1.8×1/2= 3.60 Y2 22.5×5.6×1/2= 63.00

P3 4.5×1.2×1/2= 2.70 Y3 20.0×3.8×1/2= 38.00

P4 4.5×1.6×1/2= 3.60 Y4 10.4×5.3×1/2= 27.56

小計 12.50 Y5 8.9×5.3×1/2= 23.58

Y6 19.0×5.3×1/2= 50.35

掘削部控除(本管)※舗装復旧図より Y7 21.9×5.4×1/2= 59.13

1.29+1.99= -3.28 Y8 14.3×5.4×1/2= 38.61

Y9 11.8×5.3×1/2= 31.27

Y10 3.3×1.9×1/2= 3.13

12.50-3.28= 9.22 Y11 3.5×2.0×1/2= 3.50

9.2m2 Y12 5.3×1.8×1/2= 4.77

小計 351.09

-49.90

-1.40

番号 計算式 面積 -3.80

W1 10.4×1.5×1/2= 7.80 控除計 -55.10

W2 12.5×1.9×1/2= 11.87

W3 2.9×1.2×1/2= 1.74 351.09-55.10= 295.99

W4 2.7×1.7×1/2= 2.29 295.9m2

W5 2.8×1.1×1/2= 1.54

W6 2.8×1.2×1/2= 1.68

W7 4.2×2.0×1/2= 4.20

W8 4.2×1.7×1/2= 3.57 車道D

W9 7.8×2.6×1/2= 10.14 番号 計算式 面積

W10 7.8×2.0×1/2= 7.80 D1 6.4×2.2×1/2= 7.04

W11 2.5×1.0×1/2= 1.25 D2 6.4×2.3×1/2= 7.36

W12 2.1×0.5×1/2= 0.52 D3 3.1×1.2×1/2= 1.86

W13 2.4×1.2×1/2= 1.44 D4 3.1×1.3×1/2= 2.01

小計 55.84 D5 3.3×1.6×1/2= 2.64

小計 20.91

-31.5

-4.3

55.84-31.5= 24.34 -5.7

24.3m2 控除計 -10.0

20.91-10.0= 10.91

10.9m2

番号 計算式 面積

X1 4.5×0.6= 2.70

X2 9.1×0.6= 5.46

小計 8.16

-2.2

-3.8

控除計 -6.0

8.16-6.0= 2.16

2.1m2

影響部合計

掘削部控除(給水)

掘削部控除(本管)

掘削部控除(給水)

影響部合計

影響部合計

透水歩道

影響部合計

県歩道一般部

掘削部控除(本管)

掘削部控除(仮管)

掘削部控除(本管)

県車道(打換) 県歩道出入口部

掘削部控除(本管)

掘削部控除(仮管)

影響部合計



本復旧舗装求積図(2/2)

番号 計算式 面積 番号 計算式 面積

K1 (1.5+4.5)/2×2.9= 8.70 S1 5.3×1.4×1/2= 3.71

K2 (1.5+4.5)/2×2.9= 8.70 S2 6.1×3.5×1/2= 10.67

K3 1.1×0.5×1/2= 0.27 S3 (1.8+6.1)/2×4.6= 18.17

K4 2.1×0.4×1/2= 0.42 S4 6.4×1.9×1/2= 6.08

K5 9.9×2.3×1/2= 11.38 S5 5.0×2.1×1/2= 5.25

K6 4.6×0.7×1/2= 1.61 S6 5.0×0.5×1/2= 1.25

K7 9.0×4.1×1/2= 18.45 S7 6.6×3.7×1/2= 12.21

K8 9.6×1.4×1/2= 6.72 S8 8.4×3.5×1/2= 14.70

K9 10.3×3.6×1/2= 18.54 S9 9.5×3.5×1/2= 16.62

K10 13.4×0.9×1/2= 6.03 S10 9.5×4.5×1/2= 21.37

K11 (0.7+1.0)/2×2.9= 2.46 S11 5.4×1.7×1/2= 4.59

K12 10.0×1.6×1/2= 8.00 計 114.62

K13 10.5×1.7×1/2= 8.92 114.6m2

小計 82.11

-6.0

-9.3

控除計 -15.3

82.11-15.3= 66.81

66.8m2

t=3cm 15.7+2.5+2.6+2.6+1.4= 24.8ｍ

t=4cm 0.6+0.6= 1.2ｍ

t=5cm 6.6×2+25.0+11.1+5.6+7.8= 62.7ｍ

t=19cm 1.2+6.5+8.4= 16.1ｍ

舗装版切断工(影響部)

掘削部控除(給水)

影響部合計

掘削部控除(本管)

切削・オーバーレイ t=5cm区画街路





種別・細別 規格 数　　量 単位

【区画線工】

実線 白 W15cm 13.7 ｍ

白 W45cm 33.4 ｍ

破線 白 W30cm 3.0 ｍ

消火栓 実線　黄　W15㎝ 3.4 ｍ

溶融式路面標示シート設置 自転車(白)+矢印(白) 1 箇所

【付帯工】

ガードレール撤去・設置 Gr-C-3B 既存利用 基礎含む 3.0 ｍ

Gr-C-2B 既存利用 基礎含む 2.0 ｍ

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ部材撤去・設置 路側用C 4m 既存利用 4.0 ｍ

標識撤去・設置 路側式複柱φ60.5 既存利用 基礎含む 1 箇所

視覚障害者誘導用ﾌﾞﾛｯｸ撤去・設置 300×300×60 7.92 m2

(線状ﾌﾞﾛｯｸ) 既存利用 70 (枚)

(点状ﾌﾞﾛｯｸ) 既存利用 18 (枚)

歩車道境界工撤去・設置 2.60 ｍ

車線分離標撤去・設置 φ80×800 撤去処分、新規設置 13 本

No.

計　　　　算　　　　式

集　計　表付帯工



略　図

種別・細別 規格 数　　量 単位

舗装版切断工 t=15cm 2mおき切断 0.4+(10-2)/2×0.4 2.00 ｍ

コンクリート取壊し 無筋 0.4×0.15×10 0.60 m3

COガラ運搬 無筋 5.0km 0.60 m3

COガラ処分 無筋 0.60×2.35 1.41 ｔ

コンクリート 18N/mm2 0.4×0.15×10 0.60 m3

型枠 小型 0.15×2×10 3.00 m2

基礎砕石 RC-40 t=10cm 0.4×10 4.00 m2

No.

計　　　　　　　算　　　　　　　式

歩車道境界工
10m当り 数 量 計 算 書

撤去・設置


